
支出内容
首都圏

（2008年）
名古屋市
(2016年）

静岡市
(2016年）

新潟市
(2016年）

札幌市
(2016年）

福島市
(2016年）

食費 39,564         38,457         40,253         39,597         39,991         40,703         
居住費 54,167         45,000         38,000         38,000         32,000         32,000         
光熱・水道 6,552          7,510          7,559          11,064         10,206         8,715          
家具・家事用品 3,881          3,480          3,883          3,765          4,071          3,509          
被服及び履物 7,548          8,426          7,521          6,951          5,828          6,225          
保健医療 2,465          2,186          3,255          4,188          4,558          2,596          
交通・通信 18,214         19,062         43,356         40,335         16,660         37,028         
教育 -             -             -             -             -             -             
教養娯楽 18,273         17,745         18,408         14,970         30,068         17,726         
その他（交際等） 23,742         21,217         19,662         18,148         20,423         19,450         
税金・社会保険料 42,395         47,562         46,662         47,287         44,878         37,320         
貯蓄・予備費 17,000         16,300         18,100         17,700         16,300         16,700         

時給 1,559       1,513       1,644       1,613       1,500       1,480       

最低生計費（月額） 233,801    226,945    246,659    242,005    224,983    221,972    

最低生計費（年額） 2,805,612  2,723,340  2,959,908  2,904,060  2,699,796  2,663,664  

全労連調べ（2008～2015）、労働時間は月１５０時間で計算。

２５歳単身男性の最低生計費試算
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日 立 懇

雇用と生活、地域経済を守ろう

★もよりの連絡先
茨 城 090-8747-6239 (馬場)
茨 城 090-6142-6153 ( 堀 )
東 京 090-3534-8626 (谷口)
神奈川 080-5060-7728 (中村)
静 岡 090-9121-0602 (多田)
愛 知 090-4253-1217 (成木)
大 阪 06-6355-2905 ( 森 )

生活できる賃金を要求し勝ち取ろう
安
倍
内
閣
の
「
官
製
春
闘
」
が
始
ま
っ
て
４
年
目
の
春
闘
を
来
春
迎

え
ま
す
。
こ
の
「
官
製
春
闘
」
は
、
デ
フ
レ
を
脱
却
し
、
日
本
経
済
が
好

転
す
る
た
め
に
仕
掛
け
て
い
る
も
の
で
す
。

２
０
１
０
年
を
１
０
０
と
す
る
実
質
賃
金
指
数
の
推
移
を
み
る
と
、
賃

金
は
２
０
１
５
年
ま
で
に
６
・
４
ポ
イ
ン
ト
も
下
が
っ
て
い
ま
す
。
「
官

製
春
闘
」
と
言
わ
れ
た
３
年
間
で
も
４
・
６
ポ
イ
ン
ト
も
下
が
っ
て
い
ま

す
。
安
倍
内
閣
は
経
営
団
体
に
賃
上
げ
を
求
め
ま
す
が
、
大
儲
け
を
続
け

て
い
る
「
内
部
留
保
」
を
取
り
崩
せ
と
は
一
切
言
い
ま
せ
ん
。
人
気
取
り

だ
け
の
「
官
製
春
闘
」
で
は
「
効
果
な
し
」
と
言
え
そ
う
で
す
。

最
近
、
実
質
賃
金
の
前
年
同
月
比
で
ア
ッ
プ
し
て
い
る
と
報
道
さ
れ
ま

し
た
が
、
賃
金
の
伸
び
は
さ
ほ
ど
上
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
今
年
に

入
っ
て
消
費
者
物
価
指
数
が
５
ヶ
月
連
続
で
前
年
同
月
比
で
マ
イ
ナ
ス
を

続
け
て
い
て
、
デ
フ
レ
状
態
で
名
目
上
ア
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
に
見
え
る

だ
け
で
す
。
マ
イ
ナ
ス
金
利
ま
で
導
入
し
イ
ン
フ
レ
に
す
る
と
日
銀
は
言
っ

て
い
ま
す
が
、
デ
フ
レ
に
逆
も
ど
り
す
る
の
で
し
ょ
う
か

「
官
製
春
闘
」
で
賃
上
げ
で
き
た
か
？

人
間
ら
し
く
働
く
た
め
の
最
低
生
計
費
は
ど
れ
ぐ
ら
い
必
要
か
？

２
０
０
８
年
か
ら
２
０
１
６
年
に
、

全
労
連
が
、
全
国
の
組
合
員
を
中
心
に

「
生
活
実
態
調
査
」
「
持
ち
物
財
調
査
」

を
行
い
、
出
費
が
必
要
な
項
目
を
細
か

く
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
。
対
象
地
域
で
、
不

動
産
屋
や
家
電
量
販
店
な
ど
の
市
場
価

格
を
調
査
し
、
耐
用
年
数
も
考
慮
に
入

れ
、
税
金
や
社
会
保
険
込
み
で
年
額
・

月
額
を
算
出
。
そ
こ
か
ら
、
１
日
８
時

間
労
働
の
普
通
の
働
き
方
で
割
り
出
し

ま
し
た
。
（
下
の
表
は
月
１
５
０
時
間

で
計
算
し
て
あ
り
ま
す
）

そ
の
結
果
、
25
歳
単
身
男
性
の
場
合
、

最
低
で
も
年
額
２
６
６
万
～
２
９
６
万

円
（
平
均
２
７
９
万
円
）
と
な
り
ま
す
。

時
給
換
算
で
は
１
４
８
０
～
１
６
４
４

円
（
平
均
１
５
５
２
円
）
で
す
。

２
０
１
７
春
闘
で
は
、
非
正
規
労
働

者
を
含
め
て
、
人
間
ら
し
く
働
く
た
め

の
賃
金
を
勝
ち
取
る
た
め
要
求
し
、
闘

い
ま
し
ょ
う
。

★ビラや情報をホームページで見られます。
ﾊﾟｿｺﾝ http://hitachikon.org

★仕事、生活の相談もお寄せください。
Eﾒｰﾙ:info@hitachikon.org

または、下記の「もよりの連絡先」へ

人間らしく
働くために

同
一
労
働
同
一
賃
金
は
非
正
規
賃
金
を

正
社
員
並
み
に
引
き
上
げ
て
成
り
立
つ

安
倍
内
閣
は
「
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
な
る
も
の
を
閣
議
決
定
し
、
そ
の
中
で

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
実
現
」
と
い
う
目
標
を
か
か
げ
ま
し
た
。
同
時
期
に
経

団
連
が
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
実
現
に
向
け
て
」
と
い
う
提
言
を
出
し
ま
し
た
。

そ
の
中
身
は
「
我
が
国
雇
用
慣
行
の
良
い
面
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
に
」
「
同
一

の
付
加
価
値
を
企
業
に
も
た
ら
す
と
評
価
さ
れ
る
労
働
に
対
し
て
、
同
じ
賃
金
を

支
払
う
こ
と
を
許
容
す
べ
き
だ
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
会
社
が
一
方
的

に
評
価
、
査
定
し
支
払
う
。
今
の
成
果
主
義
賃
金
と
同
じ
で
す
。
さ
ら
に
派
遣
な

ど
非
正
規
に
も
成
果
主
義
を
持
ち
込
も
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

同
一
労
働
同
一
賃
金
を
実
現
す
る
な
ら
、
ま
ず
実
行
す
べ
き
は
、
非
正
規
の
賃
金

を
正
社
員
と
同
じ
レ
ベ
ル
に
引
き
上
げ
る
こ
と
で
す
。
最
低
賃
金
を
全
国
ど
こ
で

も
、
時
給
１
５
０
０
円
以
上
に
し
な
け
れ
ば
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生

活
を
実
現
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

「電機懇」201７年春闘
要求アンケートにご協力を

日立懇は「電機懇生活改善要求アンケート」に
今年も取り組みます。ぜひ、あなたの声を、お寄
せください。



事業再編対象の子会社

日立国際電気（売上高1807億円）
　半導体製造装置事業の売却検討
日立工機（1415億円）
　売却検討
日立キャピタル（3653億円）
　MUFG所有株のうち約半分を売却
日立物流（6803億円）
　SGホールディングスに所有株のうち約半分を売却

日立の「事業再編」による主要子

会社の事業売却が続いています。日

立物流をSGホールディングスへ譲

渡、日立キャピ株の三菱ＵＦＪへ譲

渡に続き、「日立が、主要グループ

会社の日立工機と日立国際電気の半

導体製造装置事業の売却を検討して

いる」とマスコミ報道されました。

日立国際電気と日立工機は、日立

が２００９年に、資本関係を強化し

相乗効果で既存事業の拡大や新事業

の創出を図るとして、株式公開買い

付け(ＴＯＢ)で連結子会社にしまし

た。

報道通りなら、今度は、非主力事

業で相乗効果が薄いとして売却して、

売却益を中核・主力事業の資本に充

てるという、日立のあまりにも身勝

手なやり方です。

日立は「２０１８中期経営計画」

の説明で、営業利益率５％が出ない

事業は撤退する。２０１６年度は、

収益性にこだわった経営施策を実行

するとして、売上高がシュリンクす

るが、縮小を恐れずに、対策を行う

としています。

神奈川では、戸塚事業所閉鎖、Ｈ

ＧＳＴ小田原事業所閉鎖が強行され

ました。

日立におけるここ数年の大規模リ

ストラは、日立（情報通信）、日立

超Ｌ、旧日立電線（現日立金属）、

日立化成、日立建機、日立マクセル

など。

今後、「低収益」「非

中核」のモノづくり事業

を中心に、日立本体や日

立連結からの切り離し、

同業他社との合併や事業

譲渡、そして、それに伴

う人減らし・リストラが

予想されます。

処
遇
制
度
が
改
悪
さ
れ
、
裁
量
労
働
手
当
て

が
廃
止
さ
れ
て
、
年
間
80
万
円
程
度
の
減
収
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
従
業
員
も
い
る
。
親
会
社
か

ら
の
天
下
り
の
主
任
技
師
ら
は
待
遇
の
変
更
が

な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
生
え
抜
き
の
主
任
ク
ラ

ス
の
待
遇
を
悪
化
さ
せ
る
の
は
、
い
か
が
な
も

の
だ
ろ
う
か
。

（
日
立
Ｉ
Ａ
）

転
籍
を
拒
否
し
て
、
解
雇
を
さ
せ
な
い
た
め

に
、
仮
処
分
を
横
浜
地
裁
に
申
し
立
て
た
。

現
在
、
横
浜
地
裁
で
審
尋
が
進
行
中
で
あ
る

が
、
と
り
あ
え
ず
日
立
社
員
の
身
分
は
確
保
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
よ
か
っ
た
の

だ
が
、
実
質
的
に
仕
事
を
さ
せ
な
い
な
ど
の
嫌

が
ら
せ
が
な
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
地
裁
で
仮

処
分
で
の
勝
利
「
判
決
」
を
勝
ち
取
っ
て
い
き

た
い
。

（
日
立
戸
塚
）

転
籍
拒
否
し
た
と
こ
ろ
、
草
む
し
り
の
職
務

に
異
動
さ
せ
ら
れ
た
。
健
康
上
問
題
が
あ
っ
た

の
で
、
診
断
書
を
提
示
し
て
、
社
内
郵
便
に
異

動
と
な
っ
た
。
仕
事
が
10
月
か
ら
な
い
と
い
う

話
だ
っ
た
の
で
、
「
電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
」

を
通
じ
て
、
改
善
を
申
入
れ
て
い
る
。
是
非
と

も
成
果
を
勝
ち
取
っ
て
い
き
た
い
。

（
日
立
戸
塚
）

非
正
規
の
パ
ー
ト
と
か
期
間

社
員
の
人
に
対
し
、
１
年
半
後

に
辞
め
て
も
ら
う
か
派
遣
社
員
で
働
く
か
？
と

い
う
話
が
あ
っ
た
。
１
年
半
後
に
有
期
雇
用
を

無
期
雇
用
に
転
換
の
ル
ー
ル
が
発
効
す
る
の
で
、

会
社
が
そ
う
い
う
対
応
を
し
て
い
る
と
思
っ
た
。

面
談
も
行
わ
れ
、
ま
た
、
他
の
職
場
に
連
絡
し

た
こ
と
で
取
り
調
べ
も
受
け
た
方
も
い
る
。
繰

り
返
さ
れ
る
面
談
の
結
果
と
し
て
、
顔
色
が
悪

い
人
も
多
い
。
職
場
の
や
る
気
・
士
気
も
低
下

し
て
い
る
。
中
に
は
10
年
の
単
位
で
働
い
て
い

る
仲
間
も
い
る
。
そ
う
い
う
方
々
、
そ
れ
も
、

50
歳
代
と
か
だ
と
他
に
仕
事
も
見
つ
か
り
に
く

い
こ
と
も
容
易
に
想
像
で
き
る
。
会
社
は
、
法

律
対
応
な
ど
で
対
応
す
る
が
、
従
業
員
に
は
生

活
が
あ
る
。
生
活
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
仕
事
を

し
て
い
る
。
ど
う
か
、
雇
い
止
め
は
や
め
て
ほ

し
い
。
（
日
立
ジ
ョ
ン
ソ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ズ

空
調

清
水
）

「
裁
量
労
働
勤
務
制
度
」
が
来
年
５
月
か
ら

試
行
導
入
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
部
の
予
算
の
範

囲
内
で
行
っ
て
い
た
残
業
が
実
質
無
制
限
に
な

る
。
希
望
者
の
み
に
適
用
す
る
と
い
う
話
だ
が
、

日
立
本
体
で
は
本
人
の
意
思
に
反
し
て
適
用
さ

れ
る
ケ
ー
ス
も
多
い
と
聞
い
て
い
る
。
そ
も
そ

も
技
師
・
担
当
が
仕
事
を
全
て
自
分
の
裁
量
で

行
う
の
は
無
理
が
あ
る
。
（
日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
）

長
時
間
残
業
を
是
正
す
る
学
習
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。
長
時
間
労
働
規
制
法
案
の
審
議

が
始
ま
っ
て
い
る
。
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
で
貧
富
の
格
差
が
広
が
っ

て
い
る
が
、
一
方
で
大
企
業
で

は
、
利
益
を
あ
げ
て
い
る
。
そ

の
結
果
と
し
て
、
長
時
間
労
働

が
続
い
て
い
る
。
法
規
制
が
な
い
た
め
、
そ
う

な
っ
て
い
る
と
思
う
。
長
時
間
労
働
の
話
は
、

財
界
が
狙
っ
て
い
る
残
業
代
ゼ
ロ
の
問
題
等
と

結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
政
治
的
な
背

景
な
ど
も
学
習
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

（
日
立
関
連
職
場
）

受
注
量
が
減
っ
て
従
業
員
が
減
っ
て
き
て
い

る
。
パ
ー
ト
社
員
の
雇
い
止
め
で
元
々
20
人
く

ら
い
い
た
の
が
10
人
く
ら
い
に
減
ら
さ
れ
た
。

人
員
に
余
裕
が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
手

の
空
い
て
い
る
人
が
忙
し
い
人
の
と
こ
ろ
に
応

援
に
行
く
こ
と
が
日
常
と
し
て
あ
る
。
で
も
、

専
門
で
無
い
人
が
応
援
に
行
く
こ
と
で
、
検
査

の
ポ
カ
が
増
え
て
い
る
。
残
業
は
、
20
時
間
以

内
で
と
い
う
指
導
が
な
さ
れ
て
い
る
。
超
過
分

は
代
休
な
ど
で
対
応
し
て
い
る
。
で
も
、
そ
れ

を
や
る
と
、
人
手
不
足
が
多
発
し
、
代
休
者
が

い
る
と
き
に
、
出
勤
し
て
い
る
従
業
員
の
残
業

が
更
に
進
む
話
に
な
っ
て
い
る
。

（
日
立
関
連
職
場
）

日
立
工
場
に
あ
っ
た
職
場
、
部
門
が
ど
ん
ど

ん
他
の
工
場
に
移
さ
れ
て
い
る
。
例
と
し
て
、

調
達
部
門
な
ど
が
国
分
に
移
っ
た
。
ま
た
、
三

菱
と
の
合
弁
と
の
絡
み
も
あ
る
の
か
、
転
職
す

る
人
も
多
い
。
下
請
け
へ
の
影
響
や
、
地
域
経

済
へ
の
影
響
な
ど
も
考
え
て
い
る
の
か
？
ほ
ん

と
に
大
丈
夫
か
日
立
工
場
。
こ
の
ま
ま
で
？

（
日
立
関
連
職
場
）

や
め
よ
う
雇
い
止
め

助け合いの可能性について

最近思うに、助け合いの可能性がないとどうなる

のか？ということです。頑張っても、良くしたいという想いで

取り組んでも、改善しない、そのまま、下手をすれば悪化するという

状況が続けばどうなるであろうか？諦めて受け入れるしかないという

話になるのではないだろうか。それでは、世の中よくならないと思う

が、それにしたって、周囲の無関心にもほどがある。日本には、いつ

の時代から助け合いの精神がなくなってしまったのだろうか。これで

は、自分もそうだが、他の人も含めてお互い気の毒だと思う。
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